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千葉地方に於ける戦後腸内寄生虫症蔓延の実態に関する研究
千葉大学医学部石川内料教室(主任石川教援〉
中村一也 
KAZUYA NAKAMURA 
w 
昭和 30年 5月 10日受付
戦後腸内寄生虫症猫搬を極めて居る実態にあるが，千葉地方に於ける其の実態を研究し，且
つ叉特に感染様式を検討すべき目的を以て，著者は昭和 21年より昭和 28年に到る国立千葉病
院内科外来及び入院患者に就いて，併せて昭和 27年度及び 28年度に豆り大原町中学校生徒に
就し、て，更に昭和 26年度より 27年度に豆り大原町住民に創刊、て之を実施した。
其の成績は次の知くであるO 
AJ 寄生虫症に関するもの ロ〉血液像では，赤血球数は男女共400万--500 
1) 寄生虫症患者数は昭和21年より 28竿まで 万，血色素量は男女共 80%--89%，色素係数は男女
の国立千葉病院内科外来患者総数 21146例中畑虫症 共 0.95--1.05，白血球数は 6000--7000，好酸球百分
患者 464例 2.24%，鈎虫症患者 190例 0.9%，他の寄 率は 0%--4%が最も多い。即ち自国虫症患者の血液
生虫症患者14例 0.06%で， 姻虫症患者が多く，入 像には著蛮を認めない。 
院患者総数 1481例中蜘虫症患者 47例 3.2%，鈎虫症 b) 鈎虫症患者
患者 83例 5.6%足他の寄生虫症患者 9例 0.6%で， イ〉主訴は心棒允進が最も多く， 130例中 23例 
鈎虫症患者が多かった。 17.7%で，持の他は肱量，貧血，全身倦怠，息切， 
ー 2) 寄生虫症患者数の年度別推移を見れば E読痩，食慾不振，上腹都疹痛，浮腫のJl慎である。
a) 姻虫症患者は昭和 21年には外来及び入院患 ロ〉血液像では，赤血球数は男女共 200万--300 
者数 1714例中 18例1.0%で，昭和 23年より急増 万，血色素量は男は 40%--49%，女は 60%--69%，
し，昭和 25年には最高に達し 2641例中 89例 3.3 色素係数は男女共 0.95--1.15， 白血球数は!)OOO--
%， 昭和 26年より減少し， 昭和 28年には 4374例 7000，好酸球数は 5%--9%が最も多L、。即ち鈎虫
中 62例1.4%となった。 症患者にては低色素性貧血及び好酸球増多が軽度に
b) 鈎虫症患者は昭和 21年 1714例中 10例 0.6% 見られた。
 
で，其の後徐々に増加し，昭和 26年 3175例中 61例 BJ 寄生虫卵検出率に関するもの

1.8%で最高に達し， 昭和 28年には 4374例中 48例 わ寄生虫卵検出率
1.1%で、あった。 国立千葉病院内科外来及び入院患者の昭和 21年
3) 寄生虫症患者発症季節月別 より 28年まで 8カ年間の被検者総数は患者総数 
a) 姻虫症患者 441例中春季 (3月， 4月， 5月) 22627例の 14.7%に当る。 
.134例，夏季 (6月， 7月， 8月)144例，秋季 (9月， a) 畑虫卵検出率は上記8カ年合計の被検者数 
10月， 11月)68例，冬季(12月， 1月， 2月)95例 3340例中 1165例 34.9%で，年度別推移は昭和 21年
で 407例中 84例 20.6%でf 其の後急増し，昭和 24年 
b) 鈎虫症患者 213例中春季 48例，夏季 76例， 367例中 190例 52.4%で最高に達し，昭和 26年よ
秋季44例，冬季45例で、あった。 り急減し，昭和 28年 613例中 158例 25.7%となっ
4) 寄生虫症患者の臨床所見 た。これは前述の蜘虫症患者の推移と同傾向である。
a) 畑虫症患者 次に大原町住民 146例に於ける昭和 26年の蜘虫
イ〉主訴は上腹部疹痛最も多く， 169例中 55例 卵検出率ほ 85例 58.2%，大原町中学校生徒に於け
32.5%で，其の他は腹痛，全身倦怠，胃痛，幅気， る昭和 27年， 28年の成績は夫々 465例中 274例 
食慾不振，恒吐，便秘、，頭痛，舷量等のJI贋である。 58.5%，555例中 220例 36.0%で、あった。これは国
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立千葉病院での夫々の年度の成績よりも多し、。
b) 鈎虫卵検出率は被検者 3340例中 420例 12.6
%で，年度別推移は昭和 21年 407例中 23例5.6% 
で，其の後徐々に増加し，昭和 24年 367例中 61例
16.6%で最高に達し，共の後年毎に増減があるが結
局徐々に減少し，昭和 28 年には ~13 例中 83 例 13.5
予告であった。
次に大原町住民 146例についての昭和 26年の成
績は 7例 4.7%，昭和 27年， 28年の大原中学校生徒
に於ける成績は夫々 465例中 25例 504%，555例中 
20例 3.6%で，国立千葉病院での夫々の年度の成績
より少ない。 
2) 畑虫不受精卵検出率
大原町住民にては姻虫卵検出者 69例中不受精卵
のみの者 39例， 大原中学校生徒にては姻虫卵検出
岩 540例中 122例であった。
C)，刺虫感染様式に関するもの 、
昭和 26年 10月より 27年 10月までの 13カ月間
大原町住民中より無選;訳に選出した 146例について
施行した。
1) 蜘虫卵陽伝時に於ける姻虫卵種別
蜘虫卵が連続 2カ月以上陰性であった者で，その
翌月陽性になった被検者は 62例で，その中不受精
卵のみの者 40例，受精卵のみの者 21例，両卵混合
の者 1例であった。
め虫回虫卵陽転者例数の季節月別消長
畑虫卵陽性者を直ちに完全駆虫し，其の後2カ月 
以上陰性なる事を確認し得た者を被検者とし，季節
月別に陽転者例数を観察すると，春季 178例中 16 
例，夏季 159例rI:j18例， 秋季 108例中 7例，、冬季
206例中 21例で，夏季及び冬季に多く，これより感
染後排卵までの回数約 80日を逆算すると，春季及 
び秋季に感染が多いものならんと推定される。
国立千葉病院の発症季節より逆算した感染流行期
は春季で‘あり，秋季は一致しなし、。その理由は明ら
かでないが，最も感染に好都合な条件が春以 2期に
成立する事に依るものであろうと思考される。 
3) 	 1ヵ年間に於ける各例の感染例数並びに
回数 
2カ月以上姻虫卵陰性なる事を確認し，其の後 1
カ年間連続観察し得た者は 57例で，其の期間中 6例
は3回感染し， 16例ずつは 1図及び 2回感染し， 19 
例は感染しなかった。
上記 57例中最初に畑虫卵陽性で，駆虫を行った 
後観察した者は 28例 (A群)，最初に陰性であ勺た
者 29例(B群〉で其の再感染状況を見れば， A群に
では 1カ年後に 28例中 26例が感染し， 2例のみが
感染しなかった。 B群にては 29例中 12例が感染 
し， 17例は感染しなかった。 A群には農耕に関係
し，衛生状況の悪い者が多かった。畑虫感染の予防
方法としてはj第 1に便所の改良に依る糞便の処理
及び衛生状況の改善が不可欠のものと言われている
が，現今先ず駆虫法を実施し，感染源の減少に努め
ねばならぬ。即ち著者の木実験により知り得・たる如
<，感染の最盛期の直後に駆虫法を施行する事が最
も効果的であると息推するものである。
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